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【クラブ】（ 風の子クラブ ）   【名 前】（  野口湧太  ） 

 

全 6 回の講義で心にのこったことや気づいたことや学んだこと、今後の実践に活かして

いきたいことなど、感想もふくめてお書きください（自由記述）。 

 

6 講義を受講して、1 番大事だと思ったことは、子どもたちが無事に登所しているかどう

かの把握だと思いました。 

理由としては、保育園のバス内での放置による死亡事故です。学童保育においてバス内の

放置というのは、バス遠足以外はありえないですが、登所する際にもし誘拐されていたら？

思いがけない事故にあっていたりしたら？と思うとゾッとします。なので、自分が出欠確認

をもつ際には、まず第 1 に、子どもがしっかり登所しているか、連絡がなく子どもが登所し

ていない場合には、専任の方に確認してしっかりと連絡を取る。これを最優先にやろうと思

いました。 

さらに出欠確認に加え、子ども達の顔の様子もうかがうようにしていきたいです。ちょう

どこの時期は暑くなって、体調不良の子、主に熱中症などの危険性もあるため、子どもの体

調面も一緒に確認していこうと思いました。子どもたちは体調が悪くても、特に低学年は、

自分から言えない子がいたり、自覚していない場合もあったりします。そのためにも、子ど

もの体調管理は、よく観察し、少しでも違和感を感じたら、食欲のあるなしや熱を測るなど

して、早期発見できるように努めたいです。水分補給をこまめにしない子もいるので、定期

的に水分補給を促し、少しでも熱中症等のリスクを減らすようにしていきます。 

保育中にどうしても起きてしまう子ども同士の喧嘩。トラブルは成長のきっかけであるた

め、万が一起きてしまった時には、当人たちが納得する結果で終われるようにしたいです。

具体的な策としては、ゆっくり時間をかけ、まずなにがあったのか、原因はなにかと子ども

に声をかける。喧嘩に関しても、上手く言葉にできない子がいるため、考えられる理由を 1

つずつあげていく。そうすることによって、子どもが自分の中で少しでも気持ちが整理でき

るのではないかと思うので、実践していきたいです。 


